
国際規則・規格策定に貢献してきた
先駆者ならではのワンストップサービス

近年、自動車に搭載されるE/Eアーキテクチャは、車両の電動化や自動運転・コネクテッド機能
の搭載により、進化し続けています。これらの新しいシステムに対しても、安全に対する取り組
みは欠かせません。
従来の安全規格である機能安全に加えて、さらなる安全やセキュリティを実現するためにSOTIF
・サイバーセキュリティ・ソフトウェアップデートなどの新たな自動車向けの国際規則・規格も
策定されています。

HORIBAは、これらの各種国際規則・規格策定*に貢献してきた先駆者であるHORIBA MIRA
の知見をベースに、車両E/Eアーキテクチャにとどまらない安全・セキュリティ対策のワンスト
ップサービスを、お客様の状況に応じて提供します。

*MISRA, ISO26262, ISO/PAS 21448, SAE J3061, UNECE R155, R156, ISO/SAE 21434, ISO 24089

本件について、お問い合わせはこちらから： https://horiba.link/K-Enquiry



VSOCソリューション

サイバーセキュリティに関する新しいUNECE規制（UN R-155）が2021年1月に発効され、2022年7月よ
り、EU・日本にて、一部の新型式車両に対して義務化が決定しました。UN R-155の適用対象は自動車
OEM、その要件に「市場投入した車両に対する監視・インシデント対応」を含み、この要件実現のため、
VSOC（サイバーセキュリティの脅威を24時間365日監視し、対応する組織）の新規構築・運用が求めら
れています。
VSOCの対象はコネクテッド車両のシステム全体（クラウドサーバなどITシステムを含む）で、様々な部
門の連携が必要です。また、ITシステム/車両から収集したデータや、日々進化するアタック手法、開発時
に特定した車両の脅威モデルから、判断・対応（※）が求められます。
※判断：アタックを受けているのかどうかとその影響レベル、対応：アタックへの一時的対策から恒久的対策まで

HORIBA MIRAは、イギリス・ロンドンに本社を置く大手電気通信事業者であるBT社とともに、それぞ
れの持つ強みを組み合わせ、各組織・ニーズ・目標を考慮した最適なVSOCを提案します。BTのグローバ
ルな、かつUKにおいては国家的な、SOC（Security Operation Center）の運営経験と、HORIBA
MIRAの車両・安全・サイバーセキュリティの知見を組み合わせ、3年以上開発を進めてきた方法論と技
術をベースにしたVSOCソリューションを提案します。

⚫ VSOCソリューション




